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看護職員の就業場所の推移（平成18年→平成28年）
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看護師等学校養成所・研究機関

事業所

訪問看護ステーション

介護施設等

助産所

診療所

病院

市町村

都道府県

保健所

全体
1,333,045人

↓

1,660,071人

保健師
47,088人

↓

62,118人

助産師
27,352人

↓

39,613人

看護師
848,185人

↓

1,210,665人

准看護師
410,420人

↓

347,675人

厚生労働省医政局看護課調べ 2
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学科 基礎科目 専門基礎科目 専門科目（講義・演習） 専門科目（臨地実習）

基礎看護

成人看護

老人看護

母子看護

1,500時間

時間数
（時間）

• 准看護師制度の新設

• 総時間数を1,500時間に規定

• 看護婦課程との連携を考慮し授業
科目名・体系を改正

• 実習は臨地実習のみに変更

• 教育内容の充実のため総時間数
を増加

• 精神看護の新設

• 老人看護を老年看護に改め成人
看護と統合

准看護師課程 教育内容の変遷

基礎看護

成人看護
老年看護

母子看護

精神看護

1,890時間

555時間＋
67週以上

＜臨床実習＞
計67週以上

・病室その他の勤務
（54週以上）

・外来勤務
（13週以上）
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論点 検討会等 内容

看護基礎教育
の検討の
必要性

新たな医療の在り方を踏まえた
医師・看護師等の働き方ビジョン
検討会

【H28年10月～H29年4月】

○患者・住民のニーズの多様化の流れに即応し、さらに多様で幅広い活躍ができるよ
う、看護師確保の観点からも養成課程の多様性は確保しつつ、各看護師のキャリア選
択に応じた複数の養成システムを維持・発展する必要がある。

○卒前教育では、看護師として共通して求められる知識や能力が培われるよう教育カ
リキュラムを拡充する必要があり、早急にその見直しを開始すべきである。

○准看護師の勤務実態に応じて、プライマリ・ケアや介護の現場でより活躍できるよ
うな教育カリキュラムの見直しを進めるとともに、例えば、通信制の看護師養成課程
について、その入学要件である実務経験年数10年（平成30年度から7年）を5年程度
に短縮すること等を含め、質を確保した上で准看護師が円滑に看護師に移行できるよ
うな要件の緩和についても検討すべきである。

看護職員に
求められる
能力

保健医療2035
【H27年6月 提言書】

○少子高齢化が進む中で、地域包括ケアを総括的に進める者の育成を図るとともに、
医療と福祉の多職種連携を前提とした人材育成を実施すべきである。

新たな医療の在り方を踏まえた
医師・看護師等の働き方ビジョン
検討会

【H28年10月～H29年4月】

○看護師は、多様かつ複雑な患者の医療・生活ニーズに寄り添い、多職種と連携しな
がら患者のケアを中心的に担うとともに、補助的な医行為を行うなどして医師の補完
的役割を担い、今後の我が国の医療では極めて大きな役割を担い得る職種である。

特定行為研修
の推進

医師の働き方改革に関する検討会
【H29年8月～】

○特定行為研修を修了した看護師について、研修場所の拡大、指導する医師の協力促
進、役割の明確化等を図りつつ、更に増加させることによるタスク・シフティングを
推進する必要があるのではないか。

准看護師と
介護福祉士
相互の
単位認定

ニッポン一億総活躍プラン
【H28年6月 閣議決定】

○介護福祉士と准看護師相互の単位認定について検討

新たな医療の在り方を踏まえた
医師・看護師等の働き方ビジョン
検討会

【H28年10月～H29年4月】

○幅広い職種間の基礎教育内容の共通化や単位互換を目指して検討が進められるべき
である。

○准看護師と介護福祉士の単位の相互認定の検討を推進する。

近年の検討会等における議論 ②

＜その他の検討会等＞
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准看護師学校養成所 の １学年定員の推移
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准看護師養成所 の 入学者の年齢構成の推移
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准看護師養成所 の 入学者の一般教育学歴の推移
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准看護師養成所 の 入学者の男女比の推移
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